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平成14年度上期電灯電力需要実績 

平成14年度上期の需要実績は下記のとおりです。 



 

 
 
 
【14年度上期の概況】 
 

 
 

注１． 特定規模需要とは，特別高圧電線路（２万Ｖ以上）から受電し，使用最
大電力が原則として２千ｋＷ以上のお客さまの需要。

２． 修正後伸び率は検針期間の長短による影響を修正したもの。

○   平成１４年度上期の販売電力量は，２７７億６８百万ｋＷｈ，対前年伸び
率２.０％となり，３期ぶりに前年実績を上回った。

○   電灯は，春先の気温が前年に比べ高めに推移したことによる暖房需要
の減少や，６月下旬や８月前半の気温が前年に比べ低めに推移したこと
による冷房需要の減少などから，対前年伸び率▲０.３％となり，前年実績
を下回った。 
  業務用電力も，電灯と同様に，気温の影響などから対前年伸び率０.５％
と低めの伸びとなった。 
 
  また，小口電力では，低圧電力が対前年伸び率▲１.５％，高圧電力Ａが
対前年伸び率▲０.０％と前年実績を下回った。 
 
《参考》大口電力産業別需要実績（平成14年度上期） 
  産業用の大口電力は，化学における自家発からの切り替えや，鉄鋼の
生産増などから，対前年伸び率６.０％となり，４期ぶりに前年実績を上回
った。



【９月の概況】 
 

○   平成１４年９月の販売電力量は，５１億２０百万ｋＷｈ，対前年伸び率５.
３％となり，２ヵ月連続で前年実績を上回った。

○   電灯は，検針期間が短かったものの，８月下旬から９月上旬にかけて，
気温が前年に比べ高めに推移したことによる冷房需要の増加などから，
対前年伸び率２.７％と前年実績を上回った。 
  業務用電力も，電灯と同様に，気温の影響による冷房需要の増加など
から，対前年伸び率２.０％と前年実績を上回った。 
 
  また，小口電力では，低圧電力が対前年伸び率４.７％，高圧電力Ａが対
前年伸び率１.６％と前年実績を上回った。 
 
《参考》大口電力産業別需要実績（平成14年9月） 
  産業用の大口電力は，化学が自家発からの切り替えにより，引き続き高
い伸びとなったことに加え，鉄鋼の生産増などから，対前年伸び率１１.
４％と６ヵ月連続で前年実績を上回った。
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